
                    

ブ
レ
グ
ザ
都
首
の
ア
チ
ア
ロ
ク

 

ア
チ
ア
ロ
ク

の

口
人

は
四
百
二
十

、
人
万

都
首

の

は
グ
レ
ブ
ザ

十
八

。
る
あ
で
弱
人
万

岸
対
だ
ん
挟
を
海
ア
リ
ド
ア
と
ア
リ
タ
イ

。
る
あ
に

し
立
独
ら
か
ア

も
後
た

、
九
一

で
ま
年
五
九

社。
た
い
続
が
争
紛

会

遺
の
負
の
代
時
義
主

汚
や
続
存
の
業
企
営
国
い
低
の
性
産
生
（産

用
雇
、
長
成
低
、
字
赤
政
財
、
職

の

）
滞
停。

い
な
い
て
れ
さ
用
信
が
貨
通
国
自
で

 

地
街
市
心
中
の
ブ
レ
グ
ザ

に
は

か
世
中

る
あ
の
き
着
ち
落
の
ら

ち
ま

、
り
残
が
み
並

は
に
こ
そ
た
ま。
る
あ
で
品
絶
は
観

や
場
広

シ
ル
マ
台
屋
れ
ぞ
れ
そ、
め
占
を
積
面
な
き

の
息
休

生
芝

と
場
広

の
く
多、
れ
さ
用
活
て
し

客
光
観
や
民
住

を

き
惹

る
け
つ

し
ら
減
を
線
車
路
道
に
ら

て
、

に
道
車

フ
カ

産
遺
界
世

。
た
え
栄
て
し
と
市
都
業
商
湾

地
街
市
旧

さ
録
登
に
産
遺
界
世
に
年
九
七
九
一、
で
街

。
る
い
て
れ
さ
元
復
て
し
と
地
街
市
旧

 

な
周
円
の
㎞
二
約
で
形
円
ぼ
ほ
は
壁
城

三
そ
よ
お、
で
の

十
ha

二
に
こ
そ。
模
規
の

は
ト

〇
一

ｍ
±
〇
・
五
ｍ

の
員
幅
小
最、
で

は
合
場
の
地
路

一
・
八
ｍ
と

に
う

な
ん
ど、
ち
持
を
員
幅
な
々
様

に

く
狭

が
国
義
主
会
社
の
つ
六

れ
さ
合
統

た
き
で
て

後
戦
。

、

家
国

の
つ
六
び
再
、
れ
さ
な
が
編
再

国

に
済
経
治
政
。
た
し
離
分
に

が
な
れ
さ
弄
翻

も
ら

に
ル
フ
ワ
パ

く
抜
き
生

ロ
ス
と
ア
チ
ア
ロ
ク

ア
ニ

等

る
す
介
紹
を

。 

No．2 
【中欧・クロアチア＆スロヴェニア】 

紛争からの復興都市 
井澤 知旦 

ザグレブの中心市街地 
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ドゥブロヴニクの夜の旧市街 

ドゥブロヴニクの旧市街地（オールドタウン） 



                              特集：まちを使いこ

なす 
 

上
ど
ほ
く
づ
近
に
壁
城、
め
た
る
あ
に
底
が

段
階
り

の

城、
し
積
集
が
店
産
土
や
店
食
飲
は
隈
界
ト

居。
る
な
に
区
地
住
居
が
ア
リ
エ
い
近
に
壁

に
ら
彼、
く
多
が
者
齢
高
は
者
住

と

が
れ
こ、
が
う
ろ
だ
の
な
所
場
い
ら
づ
み
住

し
は
に
苦
ど
ほ
さ
ら
な
活
生
の
前
り
た
当

な
れ
し
も
か
の
い
な
て

い
。 

 
 

百
六

、
人
万

十

弱
人
万

で

る
あ

市
屋
古
名
は
口
人
の
体
全
国。

の
二
百

三
十

は
で
積
面、
く
な
少
も
り
よ
人
万

ぼ
ほ

国
の
さ
き
大
の
国
四

。
る
す
接
に

は
わ
ず

十
か

ラ
フ
ン
イ

わ
遭
に
火
戦
が

ず

に
調
順
的
較
比
は
済
経、

。
た
き
て
び
伸

最
で
中
の
欧
東
は
準
水
得
所

。
る
あ
で
度
程
分
半
の
ツ
イ
ド
、
で
良

〇
二

、
盟
加
Ｕ
Ｅ
に
年
四
〇

〇
二

貨
道
鉄
や
湾
港
、
し
か
し
。
る
わ
加
に
圏
ロ

、
め
た
る
あ
で
業
企
営
公
が
ラ
フ
ン
イ
の
物

地
余
長
成、
で
ま
ま
の
分
十
不
が
ラ
フ
ン
イ

こ
る
い
て
げ
妨
を
長
成
、）
る
あ
が
地
業
工

 

ニ
グ
マ
は
に
年
五
九
八
一。
い
な
は
で
市
都

・

当
、
れ
わ
舞
見
に
災
震
の
一

の
時

一
〇
％
に

る
た
あ

千
四
百

が
物
建
の

あ
で
足
不
宅
住
も
に
り
ま
あ、
が
た
し
と
う

百
人

が

四
六
九
一
は
れ
そ。
た
し
ら
暮
で
城
の
こ

、
め
た
た
れ
わ
行
が
建
再
り
よ
に
式
様）
等
ク

が
と
こ
る
す
に
目
を
式
様
の
そ
も
で
こ
ど

。
る
き
で

い
古

ち
ま

に
時
、
し
に
易
容
を
来
き
行
の
人
、
ス
ラ
テ

城
つ
立
目
て
し
と
ル
ボ
ン
シ、
川
る
れ
流
に

え
集
が
々
人
に
ろ
こ
ど
ろ
こ
と、
堂
聖
大
や

に
的
覚
感
（
く
安
も
価
物
、
園
公
模
規
大
る

の
本
日

一
の
分
二

観
も
て
し
と
地
住
居）
か

。
る
あ
で
市
都
た
い
着
ち
落
も
て
し
と
地
光

 万
二、
つ
つ
い
思
と
な
か
い
な
来
と
度
二

 

橋
ト
ス
モ
・
リ
タ
ス
と
ル
タ
ス
モ

 

の
市
都
の

が
ト
ス
モ
・
リ

の
で
こ
こ

。
る
あ
で
ル
ボ
ン
シ

ア
チ
ア
ロ
ク
に
西
て
て
隔
を
橋

系

に
東、

イ、
り
わ
加
も
系
ア
ビ
ル
セ
で
争
紛
ア
ビ
ラ

一

九
九

三

に
全
完
に
年

が
橋

た
れ
さ
壊
破

。二

〇

復
て
得
を
力
協
の
コ
ス
ネ
ユ
に
年
四
〇

、
れ
さ
元

翌

に
産
遺
界
世
は
に
年

録
登

れ
さ

、
が
る
い
て
え
栄
て
し
と
地
光
観
は
在
現。
た

さ
復
修
が
跡
傷
の
争
紛、
ば
れ
回
に
裏
歩
一

。
る
い
て
れ
さ
残
ま
ま
い
な
れ
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リュブリアーナのモールとオープンカフェ 

紛争の傷は癒えたのか？モスタルのスタリ･モスト橋とボスニア･ヘルツェゴビナ戦士の墓 

ドゥブロヴニクの旧市街の居住地区と切取風景 


	11視察（井澤）
	12視察（井澤）

